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平成１７年２月13日

南阿蘇村誕生
平成１７年２月１４日

南阿蘇村
社会福祉協議会 設立
・長陽支所 ・白水支所

平成２８年４月

熊本地震発生
災害ボランティア
センター設置

平成２８年９月

南阿蘇村地域
支え合いセンター
運営開始

平成２９年４月

久木野地域包括
支援センター受託

令和３年１０月

子育てヘルパー
派遣事業受託

平成２４年７月

九州北部豪雨災害発生
災害ボランティア
センター設置

平成２８年７月

災害ボランティアセンターから
生活復興支援

ボランティアセンターへ移行

平成２１年４月

支所を閉鎖し
久木野総合福祉センター

一本化

南阿蘇村社会福祉南阿蘇村社会福祉南阿蘇村社会福祉 協議会のあゆみ協議会のあゆみ協議会のあゆみ

　平成１７年２月１３日に白水村・久木野村・長陽村の３村が合併し、南阿蘇村の誕生と同時に「社会福祉法人

南阿蘇村社会福祉協議会」が発足し、平成１７年５月１０日に「南阿蘇社協だより」創刊号が発行されて以降、

福祉運動会や地域の活動報告、平成２８年の熊本地震の支援活動など様 な々情報を発信してまいりました。

　南阿蘇村社会福祉協議会では、村民のお一人おひとりに目を向けながら「誰もが安心して・楽しく・豊かに

暮らせる村づくり」の実現を目指し、地域福祉の推進や在宅福祉、介護保険事業など様々な事業に取組んで

きました。その中でも地域ぐるみで声かけ、見守り合う「やまびこネットワーク」につきましては村内全域での活

動ができるよう推進しているところです。

　これからも村民の皆様に身近な広報誌として「南阿蘇社協だより」のご愛読と南阿蘇村社会福祉協議会

をどうぞよろしくお願い申し上げます。

社協だより第１００号の発行にあたって

南阿蘇村社会福祉協議会　会長  吉良 清一
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基 本 理 念

主 な 事 業

重 点 事 業
「第３期地域福祉活動計画」 （令和３年度～令和7年度）
　計画実現に向けて各種事業を南阿蘇村・関係機関・団体と協働して進めていきます。
「福祉事業の安定経営の確立」
　将来にわたる地域の福祉のニーズにこたえるため、事業や財務の内容を検証・改善し、社会福祉事業
　の安定を図ります。
「生活困窮者自立支援事業の推進」
　生活困窮に至るおそれのある方に対し、生活の困りごと全般にわたり相談支援を行い、関係機関
　や他制度を利用しながら、支援プランに基づいた継続的な支援を実施し、自立促進を図ります。
「地域支援活動事業」
　村内において様々な生活課題を抱えた方をアウトリーチ等にて早期発見し、各関係機関と連携を
　図り、支援や見守りを通して重層的支援を行います。
「南阿蘇村やまびこネットワーク活動の拡大」
　誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるよう、地域全体での見守りや、社会参加を促すサロン
　活動にて、互いに支え合う住民主体のコミュニティづくりを推進します。

●理事会・評議員会の開催
　本会の運営と事業経営を適正かつ確実、また効果的に推進するために必要な予算・
　決算、事業計画・事業報告等を審議・決定する会議等を定款に基づき開催します。
●地域福祉活動計画の推進
　村地域福祉計画と一体として策定した第３期（令和３年度～令和７年度）南阿蘇
　村地域福祉活動計画の実践と内容の周知を図り、関係機関と連携・協力し計画を
　実行していきます。
●財政基盤の強化
　自主財源の確保
●情報効果の推進
　ホームページと広報紙を活用し、組織・事業・財務等の状況を開示します。
●エコ・オフィス活動の実施
　節電やコピー用紙の削減などの活動を推進します。

●南阿蘇村やまびこネットワーク事業
　•小地域（行政区単位）ごとのネットワーク活動事業の推進  •近隣住民同士の見守り声かけ支援の推進など
●阿蘇ブロック社会福祉協議会連合会活動
　•阿蘇ブロック事業・研修会等への参画  •災害時における相互支援、ホームページの活用
●災害ボランティアセンター設置推進事業
　•災害ボランティアセンターの設置訓練や研修
●ボランティア活動の推進
　•ボランティア連絡協議会への活動支援  •みなみあそボランティアまつりの開催
　•ボランティア養成講座の開催など
●福祉教育推進事業
　•ボランティア協力校の指定並びに活動支援　１校５０，０００円助成
　•夏休みのワークキャンプ事業の推進  •職場体験の受け入れ  •疑似体験等の福祉教育の推進
●法律相談事業　•法律相談　毎月１回（８月・１２月除く）
●広報活動の推進　•年６回発行（全世帯へ配布）　
●生活福祉資金貸付事業（県社協受託事業）
　•収入が少なく必要な資金の融資を受けることが困難な世帯を対象に必要最低限の
　　資金を貸付けることで、自立を支援。また、コロナ特別貸付の償還が令和５年１月
　　より開始されたことから、償還状況や生活状況の把握に努め、必要時には償還
　　猶予などの支援を実施。
●地域福祉権利擁護事業（県社協受託事業）
　•判断能力が不十分な方が住み慣れた地域で安心した生活ができるよう、福祉サー
　　ビスの利用援助・日常的な金銭管理、通帳印鑑・書類の預かりなどの支援
●人材育成事業
　•健康生活支援講習会  •救急法講習会  •幼児安全法講習会  •実習受け入れなど
●ひとり親家庭支援事業　●南阿蘇村福祉運動会
●一人暮らし高齢者ふれあい事業　●ファミリーサポートセンター事業（村受託事業）
●子育てヘルパー派遣事業（村受託事業）　●生活困窮者自立相談支援事業（県社協受託事業）
●地域支援活動事業　●共同募金・日赤事業の事務局運営
●有償協力隊活動事業　
　ちょっとしたお手伝いで、住み慣れた地域で安心して生活が送れるよう、
　住民同士の繋がりづくりと住民相互の支え合い活動を行います。

●地域包括支援センター（村受託事業）
　•総合相談支援業務  •権利擁護業務  •包括的・継続的ケアマネジメント支援業  •介護予防支援事業等
【介護保険事業の実施】
●訪問介護事業（ホームヘルプサービス事業）　●通所介護事業（デイサービス事業）
●居宅介護支援事業（介護の相談・ケアプランの作成等）
【介護予防・日常生活支援総合事業】
●訪問型サービス（要支援１・２と認定された方、事業対象者）
●通所型サービス（　　　　　　　 〃　　　　　　　　　）
●障害福祉サービス事業（居宅介護・重度訪問介護）
【介護予防事業の受託】
●外出支援サービス事業（村受託事業）
●食の自立支援事業（村受託事業）
●認知症対策事業送迎業務（村受託事業）
【地域生活支援事業】
●移動支援事業（村受託事業）　●福祉用具の貸出事業

住民参加・協働による
福祉のむらづくり

地域福祉ニーズに
対応したサービスづくり

地域での自立生活を
支援する体制づくり

ニーズに
ビスづくり

地域で
支

心

技 体

ハートフル

テクニック システム

令和5年度 南阿蘇村 社会福祉協議会 事業計画
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安心して楽しく豊かに暮らせる支え合いの南阿蘇

「本村に住むすべての人々が
 助け合いながら、自分らしく心豊かに
 くらしていける」村づくり

在
宅
福
祉
事
業

基本
目標
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令和5年度 法人会計予算

収　入 （単位：千円）
勘定科目 予算額 摘　　　　要

※会計内における拠点区分間及びサービス区分間の繰入繰出は除いています。

障害福祉
サービス
等事業
1,210

会費 2,500
寄附金 2,000

受取利息
配当金
1

その他
73

積立資産
取崩収入
131

事業
302

分担金
354

助成金
2,350

固定資産取得 1,500
積立資産 1,036

その他の活動 5,261

予備費 50

社協会費
香典返し、一般寄付等
村・県社協からの補助金・助成金、共同募金配分金
村、県社協等からの受託金（センター管理、包括支援センター、外出支援サービス、ファミサポなど）
利用料収入等
居宅介護支援、通所介護、訪問介護事業等の収入
居宅介護事業・重度訪問介護等
預金利息等
実習生受入謝金、雑収入等
退職給付引当資産取崩収入
退職手当積立基金預け金取崩収入
前年度繰越賃金充当額

会費
寄附金
経常経費補助金
受託金
事業
介護保険事業
障害福祉サービス等事業
受取利息配当金
その他
積立資産取崩収入
その他の活動
前期末支払資金残高
合計

2,500
2,000
50,684
9,489
302

79,047
1,210

1
73
131
678

25,251
171,366

支　出 （単位：千円）
勘定科目 予算額 摘　　　　要

職員人件費
事業や利用者の処遇に関わる経費
事務に係る経費
県社協、阿蘇ブロック等への分担金
各種福祉団体等への助成
車輌購入費など
県民間退職共済掛金
全社協退職共済掛金
予備費

人件費
事業費
事務費
分担金
助成金
固定資産取得
積立資産
その他の活動
予備費
合計

123,937
26,087
10,791
354
2,350
1,500
1,036
5,261
50

171,366

単位：千円 単位：千円

支　出
171,366

収　入
171,366

経常経費
補助金
50,684

受託金
9,489

介護保険事業
79,047

人件費
123,937

事業費
26,087

前期末支払
資金残高
25,251

事務費
10,791

その他の活動
678

グリーンウッドデイサ－ビス

制作・趣味活動…折り紙・はり絵・習字ほか

脳トレ…漢字、書写、計算

お花の手入れや園芸

レクレーション…ピン倒し、ペタンク、輪投げ
　　　　　　　  スロットボール、シャッフルボードほか

入浴…広いお風呂で心も体もリフレッシュ♪

セラバンド体操
い ち 推 し

転ばん
バイ！

一筆入魂

グリーンウッドではこんなことが出来ますよ♪

配食サービス
もありますよ

花は
キレイかね～。

社会福祉法人　南阿蘇村社会福祉協議会
通所介護事業所「グリーンウッド」
TEL：0967-65-8091　FAX：0967-67-2317
営業日：月曜～土曜（祝日も開いています）
　　　　日曜日・年末年始１２月３１日～１月３日は休み

時 間 サービス内容

9:00

9:30

10:30

送迎
（車椅子も対応します）

セラバンド体操（30分）

11:30 お口の体操

11:45
お昼ご飯
休憩・DVDや
歌番組の鑑賞

13:30 入浴

15:00 レクレーション

16:00 おやつ

16:30 送迎

健康チェック
マッサージ機や、
創作趣味活動

お昼ご
飯も

美味し
いよ(

^ ♪̂

2月（節分）

5月（節句）

3月（お花見）

7月（七夕）

デイサービスの１日

ヨイショ！

1月（お正月）

季節のイベント

9月（敬老の日）

12月（クリスマス会）
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ボランティア受付 オリエンテーション グルーピング

資材・車両送迎 ボランティア活動 活動報告

　令和５年５月１１日（木）災害時に速やかに災害ボランティアセンターを開設し、ボランティア活動が円滑に
進められるよう、南阿蘇村社会福祉協議会において社協職員の災害ボランティアセンター設置・運営訓練
を実施しました。
　当日はボランティア連絡協議会の方にもご協力頂き、実際にスタッフ役とボランティア役とに分かれてシ
ミュレーションを行い、各担当の役割や災害ボランティアセンター全体のイメージを掴む訓練を行いました。

南阿蘇村災害ボランティアセンター設置・運営訓練

　同日に、大雨による土砂災害発生を想定した避難訓練を久木野総合福祉センターで実施しました。災害が
起こった際、慌てずに利用者を安全に誘導する事ができるように、今後も定期的に訓練を行っていきます。

久木野総合福祉センター避難訓練を実施しました

　５月１２日（金）日赤熊本県支部の坂本指導員をお招きし、職員を対象とした「救急法講習会」を開催しま
した。正しい胸骨圧迫の仕方やAEDの使用方法を学びました。いざという時に迅速な対応ができるよう今後
も定期的に講習会を開催し、職員の救命技能の維持、向上に努めてまいります。

職員救急法講習会を開催しました

南阿蘇村ファミリーサポートセンター基礎講習会を開催します

ボランティア活動の流れ

令和５年６月２９日（木）
久木野総合福祉センター
研修１ 「子どものお世話について」　　 １０：００～１０：３０　
　　　講師：久木野保育所　大塚　百合子 園長
研修２ 「子どもの発達と病気について」 １０：３０～１１：００
　　　講師：南阿蘇村健康推進課
研修３ 「活動中の事故防止について」　 １1：0０～１１：３０
　　　講師：阿蘇広域行政事務組合消防本部南部分署員
１時間あたり
①平日（月曜日～金曜日）　７：００～１９：００　７００円
②土曜日、日曜日、祝日  　７：００～１９：００　８００円

●学校、保育所等の休日の預かり　●学校の放課後の預かり　●冠婚葬祭や乳児連れで出かけにくいとき

日 時

場 所

内 容

料 金

できるもの

●宿泊を伴う活動　●病気中の子どもの預かりなど
できないもの

地域において、子育ての手助けをし
てほしい人（利用会員）と子育てを
手伝いたい人（協力会員）で作られる
組織です。
子育て家族が安心して子育てと仕事
の両立が出来るよう相互援助活動を
行うものです。

ファミリーサポートセンターとは？

南阿蘇村ファミリーサポートセンター

村内にお住まいで、自宅で子どもを
預かることのできる方〈成人以上概ね
70歳未満の心身ともに健康な方〉

村内にお住まいで、
生後３ヶ月から小学生までの

お子さんがおられる方依頼
会員

子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
人

協力
会員

子
育
て
を
手
伝
い
た
い
人

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

①登録 ①登録

②利用申込み

③協力会員の紹介 ③援助活動の依頼

④事前打ち合わせ
⑤相互援助活動

事務局 アドバイザー

ファミサポ
しくみ

⑥利用料金の支払い

時間
経験

いります。

詳しいことは、 お問い合わせ先 南阿蘇村社会福祉協議会　℡６７－０２９４
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編集・発行

社会福祉法人 南阿蘇村社会福祉協議会　　
TE L 0967-67-0294
FAX 0967-67-2317

https://www.asoyamabiko.jp/minamiaso/

　５月８日に新型コロナウイルスが５類になり、今年度
は社協でも３年間中止していた行事等を開催すること
ができたらいいなと期待しております。
　６月に入り梅雨の季節となりますので、皆様体調に
は気を付けてお過ごしください。

編集後記

み ん な み ん な の 掲 示 板 みんなみんなの　
　　みなみちゃん

情報 一般

私の生きがい
●楽しみは何ですか？
◎週に２回福祉センターに来て、お話をしたりすることが楽しみです。
　ひ孫たちの成長を見ることも楽しみの一つです。
●元気の秘訣は何ですか？
◎お掃除することが好きで、休みの日は家の周りの草取りをしています。
　あとは好き嫌いなくよく食べることです。

★朝ごはんは、パンを食べることが好きです。と優しくお話をしていただき、
　とってもかわいいおばあちゃんでした。

令和５年度南阿蘇村社会福祉協議会
会費ご協力のお願い

　南阿蘇村社会福祉協議会では、地域の一人ひとりに目を向けながら、身近な地域で安心して未
来に希望が持てる地域づくりを目指しています。それには、安定した事業資金の確保が必要にな
るため、毎年村内の皆さまに“社協会費”の納入をお願いしております。会費は、今後ますます重
要性を増す「やまびこネットワーク事業」や「ボランティア活動事業」等、福祉活動を支えるための
資金として、公的サービスだけでは補えない部分の福祉事業に使用させていただきます。
　皆さまの温かいご協力をよろしくお願いいたします。

　毎年7月に区長様を通じてお願いしております。会費の募集に来られた際は、募集員の方へ
会費をお預けください。また、区費から一括して納入される行政区もあります。

●会費納入のお願い

●会費の種類
一般会費／年額 1,000円 賛助会費／年額 2,000円

●会費の納入方法
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